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トファン (Trp) とチロシン (Tyr) 残基のモデル化合物を用い，エチレングリコール(EG) によって生ず
るリゾチームとキモトリプシノーゲンの差スペクトルから蛋白質表面に露出する両残基の数を求めた。




20% ジオキサン付近で変性が始まり， 40% ジオキサン以上でヘリックス含量が増加することが分った。
この構造変化に上述の差スペクトルによる Trp及び~Tyr 残基露出数算定法を適用した。 Tyr残基は変
性により露出数が増加するのに対して， Trp残基は一度20-30% ジオキサンの聞で埋没残基が露出す






和量と水の水和量とを凍結状態の NMR 測定により求めた。リゾチーム 1 g 当りに得られた水和量
0.32g はジオキサン含量増加と共に40% ジオキサンまで徐々に減少し，それ以上で水和量がかなり増












ている Trp ， Tyr の数を求めた。
(3) リゾチームの構造に及ぼすジオキサンの影響を円二色性，紫外吸収，蛍光，粘度，沈降より調べ，
また，溶媒和量を NMR より調べた。 40%以上のジオキサンの存在でヘリックス含量の増加がみられ
るが，これはジオキサン溶媒和量の増加とよく対応することが示された。
以上のように，和泉君の論文は，蛋白質水溶液に有機溶媒を加えたときの構造変化と溶媒成分との
相互作用との関連を明らかにしようとしたものであり，蛋白質の変性に対する新しい知見を与えたも
ので，理学博士の学位論文として十分価値あると認める。
